
 

学園通信２月号 

 

 

 
  

  

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ
とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：中野・髙橋・片岡 

夢了法師の合格へのチェック 

《問題》次の英文の下線部に注意して，日本語に訳しなさい。 

1) She went to the dancing party in an evening dress. 

2) That man in sandals is my brother. 

2 月はとても寒い日が続きましたが、寒さを吹き飛ばすくらい、みんなで楽

しく元気に過ごすことのできた一か月でした。新しい生徒も増え、とてもに

ぎやかに過ごしています。２月も終わりになり、このクラスで過ごす期間も

あと一か月となりました。最後までみんなで楽しく、思い出を作っていきま

しょう。                     （髙橋） 

今年度の生徒会は「繋げる」という年間テーマを掲げました。校舎が離れている分、交流の機会を多く持ちた

いという話から、クリスマスパーティーやバレンタインイベントなどを企画しました。創意工夫を凝らしなが

ら開催することができ、参加してくれた生徒達のたくさんの笑顔を見ることができました。生徒会メンバーか

らも「開催してよかった」という声が多くあがりました。また、SDGｓに関連するエコキャップ運動を新たに

始めるなど、コロナ禍で制限が多かった中でも年間を通して多くの活動を行うことができました。（勝又） 

 

 

 

★今年度の生徒会活動★ 
 

SDGｓに貢献できる活動としてエコキャップ運動を展開。

全校生徒に呼びかけてペットボトルのキャップを集め、

それらを寄付してワクチンに変える運動をしました。 

目標 1000個 → 実際集まったのは 10000個！！ 

例年は宿泊で行われている研修です

が、今年度は全国の校舎をオンライ

ンで繋げて実施しました。全国の仲

間と情報共有や意見交換を行い、他

校舎の活動からヒントを得ることが

できました。 

クリスマスやバレンタインなど、生徒みんなが楽しめる

様々なイベントを企画・運営しました。準備段階から何度も

話し合いを重ね、参加者全員が楽しく笑顔になれる素敵なイ

ベントを考えました！ 

「種」 

 

 コロナ禍による厳戒態勢の中、北京オリンピックが行われています。お陰様で「鍵山優真」が見事に銀

メダルを獲得しました！団体でも銅メダルを獲得して２冠達成の快挙を成し遂げてくれました！応援あり

がとうございました。第２校舎の近隣の方々からも、毎日のように校舎に寄って「おめでとう！」と祝福の

言葉を頂いています。現役高校生としてのメダル獲得。本当に輝いていました。感動をありがとう！星槎

の、横浜市神奈川区の誇りです。 

 

いよいよ卒業を迎えるシーズンとなりました。先日、卒業に向けて必死に頑張る３年生の姿を見ました。

その生徒は普段はあまり感情を出さず、クラスメートに助けてもらいながらここまできました。でも最後は

自分の力で乗り切って卒業しようとしていたのです。「みんなと一緒に卒業したい」。その一心で頑張って

いるのだというのです。人の力を頼ってばかりいた自分が、自らの力で助けてくれた仲間と最後に一緒の

時間を過ごしたい、そう思い行動してくれたことがとても嬉しかったです。やはり横浜ポートサイド校での

３年間は、大きなものなのだと改めて実感させてくれました。 

 

さて、今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「何も咲かない寒い日は下へ下へと根を伸ばせ やがて大きな花が咲く」 

 

この言葉はシドニーオリンピック女子マラソンで金メダルを獲得した高橋尚子さんが、恩師から贈られ

た言葉です。努力は報われない日もあります。でもそこで投げ出してしまったらすべてが終わりです。そ

んな日はグッと堪えて努力を続け、いつか必ず花は咲くのだと信じて待つことも大切です。先生方は日々

みなさんに色々な種を蒔いています。辛かったり思い通りにならなかったりしたときは、じっと耐えて根を

伸ばし、時間は掛かっても素敵な花を咲かせてください。楽をして立派な花は咲かないのですから。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 火 午前授業  

2 水 3年生を送る会  

3 木 午前授業  

4 金 補充スクーリング  

5 土   

6 日   

7 月 午前授業  

8 火 午前授業  

9 水 卒業証書授与式・卒業を祝う会  

10 木 補充スクーリング  

11 金 午前授業  

12 土   

13 日   

14 月 補充スクーリング  

15 火 午前授業  

16 水 進路ナビゲーション  

17 木 補充スクーリング  

18 金 補充スクーリング  

19 土   

20 日   

21 月 春分の日  

22 火 午前授業  

23 水 午前授業  

24 木 修了式  

25 金   

26 土   

27 日   

28 月   

29 火   

30 水   

31 木   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 
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URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

《解答》 

1)彼女はイブニング・ドレスを着て、ダンス・パ

ーティーに行った。 

2)サンダルをはいたあの男が私の兄だ。 

《解説》 

「〜を着て、〜をかぶって、〜をはいて」などという着用

を表す場合には、前置詞 inが用いられる。 

2022 年 1 月 26 日(水)に、カルッツかわさきにて体育祭を行いました。今年度は、学年対抗ではなく学年混合でチームを

編成しコロナ禍によって日頃関わりの少ない他学年との交流もできたのではないでしょうか。私が一番感動したのは、でき

なくても頑張るみなさんの姿です。どうしても苦手なことからは逃げてしまいがちですが、一生懸命取り組む姿勢にとても

感動しました。この体育祭を通して、仲間と同じ目標に向かって頑張ることの素晴らしさを学んでいてくれたら嬉しいです。

これから春になり、気温も暖かくなると思います。適度な運動をし、体力向上に努めていきましょう！（中園） 

各学年の優秀選手賞 最優秀選手賞 
研修旅行実行委員会 

写真コンテスト 


